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株主・投資家向けFAQ資料の公表に関するお知らせ 

 

当社はこのたび、株主・投資家の皆様から多く寄せられるご質問を踏まえて当社の考え方を整理した FAQ 資

料を作成いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

本資料は、2026 年６月 11 日に公表いたしました期末決算の内容を補足する位置付けとして、株主・投資家

の皆様にご理解いただきたい事項を Q&A 形式で整理したものです。 

 本資料が当社への理解を一層深めていただく一助となれば幸いでございます。 

 

以 上 



株主・投資家の皆様からの主なご質問（FAQ）

2026年７月１日

本資料は、株主・投資家の皆様にご理解いただきたい事項をQ&A
形式で整理したものです。
当社への理解を一層深めていただく一助となれば幸いでございます。



Section１｜業績・成長

Q1:今期業績予想をどのように達成していくのか

A１
当社は既存事業の収益基盤を深耕しながら、スマートエナジー事業などの成長分野への展開を進め

ることで、既存事業と成長分野の両輪で業績予想の達成を目指しております。既存事業で培った技

術や顧客基盤を活用できることが当社グループの強みであり、中長期的な成長機会の拡大につなげ

てまいります。

Q2:業績予想の達成確度をどう見るか

A２
業績予想は、市場環境と当社グループ各社毎の足元の受注状況をベースとするなど実現可能性を踏

まえて合理的に算出しております。成長分野への展開を着実に進展させることで達成を目指してお

り、その成果は前期から現れ出しております。

Q3:中期経営計画の達成に向けた課題は

A３ 成長分野の拡大と収益性向上を着実に進めることが重要な課題と認識しております。スマートエナ

ジー事業などの成長分野の収益化を進めるとともに、既存事業の競争力強化にも取組みながら、中

期経営計画の達成を目指してまいります。



Section２｜資本政策・株主還元・企業価値

Q4:配当方針と今後の株主還元は

A4
安定的な配当を基本としながら、配当性向と総還元性向の目標値を目安に対応していく考えです。

(配当性向目標：30％以上 総還元性向目標(現中期経営計画期間中)：50％以上)

今期は、年間配当40円を予定(前期比＋９円)しております。

Q5:自社株買いの考え方は

A5 自己株式取得は株主還元および資本効率向上の有効な手段の一つと考えており、今後も機動的に検

討してまいります。直近では、2026年６月11日に自己株式取得を決議し、公表しております。

Q6:資本効率(ROE)向上への取り組みは

A6 利益成長と資本政策の両面からROE向上に取組んでおります。収益性の高い分野への経営資源配分

を進めるとともに、自己株式取得などの資本政策も活用しながら、資本効率の向上を図ってまいり

ます。
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